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 核兵器禁止条約が２２日に発効し、人類にとって歴史

的な日となりました。日本共産党甲賀市議員団は条約発

効を記念して市内を宣伝、「条約参加は圧倒的多数の国民

の世論であり、唯一の戦争被爆国である日本政府は、条

約に署名・批准をし、核兵器のない世界の先頭に立つべ

き」と訴えました。 

 また、２２日の夜は草津市内で、核兵器禁止条約発効

記念集会が開催され、講演や朗読、平和コンサートなど

が行われました。 

新型コロナウイルスワクチン接種事業 

《予算》 

１億２７５２万８千円（全額国負担） 

《接種対象者》 

◆医療従事者 ２，５００人 

◆高齢者（６５歳以上）２５，０００人 

◆１６歳～６４歳 ５０，７００人 

《今後のスケジュール》 

◆２月下旬 医療従事者の接種開始 

◆３月中旬 高齢者（６５歳以上）に接

種券発送 

◆３月下旬 高齢者（６５歳以上）接種

開始 

◆４月中旬 １６歳～６４歳に接種券

発送 

◆４月下旬 １６歳～６４歳接種開始 

《予防接種の啓発》 

個別通知、広報、ホームページ、あいコ

ム放送 

 戦争させない甲賀市民の会は２４日、雨のなか水口中央公民館

前でスタンディングアピール、リレートークを行いました。市民

と野党の共闘で核兵器禁止条約に署名・批准する新しい政府をつ

くろうと訴えました。山岡・小西・岡田の３議員も参加しました。 

公立甲賀病院は、年末に院内感染が発

生し、1月12日に院長名で職員向けに「非

常事態宣言」が出されました。このこと

を受けて２１日に病院組合議員でもあ

る小西・立入（湖南市）議員と松井湖南

市議が中尾病院組合事務局長と懇談し

ました。 

 

 

２７
日
に
開
会
さ
れ
た
臨
時
会
で
は
、
道
の
駅

あ
い
の
土
山
の
経
営
状
況
の
報
告
の
他
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
係
る
補
正

予
算
案
が
計
上
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。 

■
小
西
喜
代
次
議
員
は
、
接
種

対
象
者
数
の
根
拠
、
医
師
会
と

の
連
携
、
保
管
冷
凍
庫
、
接
種

会
場
、
予
算
の
内
容
等
に
つ
い

て
質
疑
し
ま
し
た
。 

 
医
療
従
事
者
の
対
象
は
、
市

内
医
療
機
関
・
薬
局
の
医
師
や

看
護
師
、
事
務
員
・
薬
剤
師
、

救
急
隊
員
な
ど
。
ま
ず
は
３
月

の
高
齢
者
は
２
カ
所
で
集
団

接
種
と
す
る
。
６
月
末
ま
で
に

冷
凍
庫
を
６
台
と
し
、
旧
町
ご

と
に
設
置
の
予
定
と
の
こ
と
。 

■
山
岡
光
広
議
員
は
、
接
種
費

用
は
国
負
担
だ
が
、
実
施
主
体

と
し
て
の
市
の
責
任
の
範
囲

は
ど
う
か
、
ワ
ク
チ
ン
の
副
反

応
が
懸
念
さ
れ
る
が
相
談
窓

口
は
ど
こ
か
、
ど
こ
ま
で
市
と

し
て
情
報
提
供
が
で
き
る
の

か
な
ど
質
疑
し
ま
し
た
。 

 

市
の
責
任
は
体
制
や
環
境

の
整
備
、
啓
発
な
ど
。
市
と
し

て
相
談
窓
口
を
設
置
、
国
の
情

報
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く

提
供
し
た
い
と
の
答
弁
。 


